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1.は じ め に

 ニ ューギニア高地 において人 びとが一一時 的に狂気 に陥る ことがあ るとい う報告 がい

くつか ある。 こう した行動は,「 ヒステ リー性の精 神病(hysterical psychosis)」,「 一

時 的狂気(temporary madness)」,「Wild Man行 動(Wild Man behaviour)」0「 愚

依(possession)」 な ど,さ まざまな名称 で呼 ばれ てきた。 この一時的狂気は0そ の発

生 が突然で あり,狂 気につかれる期 間が比較的短 く(数 時間か らせいぜい4,5日)0

ま た 回復後 には何の異常 も認め られ ない とい う点で,普 通 の精神異常 とはちが ってい

る。

 この0時 的狂気 は,か な り広範囲のニ ューギ ニア高地 に分布 してい るが2),興 味 深

い ことは,Salisburyも 指 摘 しているように,そ れ らがい くつかの点で,類 似性を示

している ことで ある[SALIsBuRY l 966a;104]。 この類似点をClarkeが 上手 に要約

しているので,つ ぎに彼 に したが って列挙 してみよ う[CLARKE 1973:199-202]。

 ① 錯乱 に陥 った者の年令 と性。地域 によって は女子 も0時 的に精 神異常を きたす こ

とが報告 されて おり,ま た,事 例 と しては非常 に少ないが,中 年 以上の者に生ず るこ

ともないわけで はない。 しか し0多 くの場合,狂 気 に陥るの は,20代,30代 の 若い男

子で ある。

 ② 狂者 の示す症状 と行動 。ほ とん どの場合,一 時 的狂気 に陥 る者 は聴覚 と言語能力

*国 立 民族 学 博 物館 第1研 究 部

1)本 稿の 草 稿 を 読 んで,い ろい ろ と貴 重 な 助 言を 下 さい ま した,国 立民 族 学 博 物 館 の伊 藤 幹 治

 教 授 に,厚 くお 礼 申 しあげ ま す。 ま た,本 稿 は 山 口 昌男氏 の 一連 の著 作 に負 う と ころ が大 で あ

 りま した。

2)一 時 的狂 気 につ い て は,以 下 の 部族 に つい て 報 告が あ る。Maring族[CLARKE l 973], Gimi

 族[(iLI('iK 1968],,Jal髑ｰ[KocH 1968], Bena Bena族[LANGNESS I 965,1967a,1967b], Guru-

 rumba族仼EWMAN l 964], Kuma族[REAY l 960], Huli族[RODRIGUE l 963], Siane族

 [SALISBURY 1966a,1966b,1967].
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が いちじる しく減 退す る。耳 が聞こえな くな り,話 す ことができな くな るか意味不 明

の言葉を しゃべ り,理 解力 ・判断力は衰退す る。 さらに,Wild Manの 行 動に共通

して いるの は攻撃性である。村中を走 りまわり0武 器で人を威嚇す る。他人の財産を

掠奪 したり,暴 力をふ るうこともある。 しか し,そ れ が殺人 にまでいた ることはな い。

③0時 的狂気 に対す る人び との反応 。Wild Manに 対 す る人 びとの反応は,彼 の

行動 が及 ぼす 危 険の度合によ って 異な る。 それが人び とに 危害を加 えるよ うであれ

ば,彼 を とりおさえて拘束 しよ うとす るが,そ うでな ければ,彼 のす るがままに放置

しておき,自 発 的に回復す るまで寛 容に待ち続 ける。彼をか らか って楽 しむ ことす ら

ある。

 ④ 狂気 の原 因に対す る原住民の観念。Kuma族 で は,こ の狂 気は毒 キノコを食べ

ることによってお こるのだ といわれ ているが,確 証 され たわけで はない[REAY I 960]。

このKuma族 の 事例 と,詳 しい ことはわか らな いが野生の タロ芋 が原 因で あるとい

われ るAuyana族 の 事例[LANGNESS l 965:258]以 外 には,食 物が 一時 的狂気の原

因といわれて いる所 はない。多 くの場合,Wild Manの 行 動は,死 霊 や精霊 と関係

が あるといわれている。

 以 上が,Clarkeの 整 理に もとつ く,ニ ューギ ニア高地の一時的狂気 の行動 におけ

る類似点で ある。

 これ まで,社 会的 ・経済 的圧力 によ って引きお こされる,感 情 的な ス トレスやフ ラ

ス トレーシ ョンが,一 時的狂気 の発生 の原 因で あり,一 時的狂気 の行動 は,心 理 的な

緊張を解 消させ,耐 え難い状況 か らの(少 くと も一時的な)逃 避 の機会で ある,と 考

え られる ことが多か った。 したが って,一 時的狂気の問題は,ど ちらか というと0個

人の精 神 ・心理の次元の問題 と して把 え られ,社 会や文化の コンテキス トにおいて充

分に検討 される ことがなか った。

 本 稿 においては,ニ ューギ8ア 高地 において見 られ る一時的狂気とい う問題を,そ

れを生みだ した社会や文化の 中で,ど のよ うな意味を もって いるのか とい う,こ れ ま

で あま り試 み られなか っナこ視点か らとりあげて,論 じてみ たい。

皿.一 時的狂気 の諸要 因

 まず 最初 に,Wild Manの 典 型 的な事例 と して, Gururumba族 のGambiriと い

う名前の 男の事例を とりあげてみよ う。 これはNewmanの 実 際の観察に基づ いて発

表され た もので[NEWMAN 1964], Wild Manの 症 状 につ いて も詳細な記述 が行 わ

れている点で注 目され る。つ ぎにNewmanの 報 告の要 旨を紹介 しよ う。

 Gambiriは30代 の 半ばの男子。 結婚 していて,す でに子 供が1人 あり,や がて2

人 目が生 れようと してい る。彼 は他 の人びとの ように 自分が生れ た村で はな く,妻 の
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村 に住んで いる。

 あ る日の夕方,調 査者 のNewmanが 子 供達 と家 の前 で話 して いるところへ0小 さ

なお椀を持 ったGambiriが や ってきた。子供の1人 がGambiriに 食 物を くれ るよ

うに頼んだ。彼は何 も持 っていないことを示 したが,そ の子供 は 自分で調べよ うとお

椀を奪 いとった。Gambiriが 瘤 績を おこす と,子 供はお椀 を持 ったまま逃げ出 し,

Gambiriは その あとを追 いかけた。

 しば らくす ると0片 手 には弓 と 一束 の矢,他 方 の 手 には 長い ナイフ を 持 って,

Gambiriは 再 び現 われ た。子供達を どか してNewmanの 家 に入 りこみ0私 物をか

きまわ しはじめた。彼 は 「さっき取ったお椀を返 して くれ」 とい う。Ncwmanが 私

は取 らないと否定する と,Gambiriは 子 供の便器 に使 って いるプラステ ィックのポ

ッ トを見つけて,「 そ こに私の お椀が ある。 私はそれを もって森 に行 き投 げ捨て るこ

とがで きる。それは重 くはない」 と普通 は話す ことのないネオ ・メラネ シア語 で言 っ

て,そ れを持 ってい こうとす る。なん とかなだめすか して外 に連れ 出す と,Gambiri

は物 見 だか く集 ってきた人びとに威嚇す るし ぐさをす る。皆 は笑 ったり,叫 び声をあ

げて逃 げだす。

 彼 は逃げ そこねた娘の編袋 をと りあげて,坐 りこんで中身を調 べだ した。中身の0

部 を回 りの入に与えた後で,彼 はNewmanに な にか品物を提供す るよ うに要求 した。

これ が断 られ ると,Gambiriは また もやお椀を盗んだ と非難 しは じあた。見物人の

1人 が,犯 人は今通 りすが った子 供だというと,弓 に矢をつがえて追 いかけて いった。

これ で,Wild Manに 変 身 したということを伝達 す るWild Man行 動 の最初の段階

が終 りをつげた ことになる。

 Gambiriが 狂 気 につかれた とい う ニ ュースはたち どころにひろまり,30分 もする

と,他 の村の者達 も見物にや ってきた。

 この 日の夕方 と次の 日は,GambiriはSubclanの 領 土 内を早足で動き まわ る。そ

して,家 に押 し入 っては,な にか小 さな品物を 自分の ものだとい って要求 し,編 袋 の

中にそれを詰め込 む。 こうした掠奪 はほ とん ど暴力を用いず に行 われ るが,時 には近

くにいる人に殴 りかか った り,遠 くの人に矢を放 つ こと もある。人 びとは彼がや って

来て もそれほ ど驚かない。彼 が狂暴 にな った ことが知れわた って いるばか りでな く,

彼 を とりまく群集の騒音 で,彼 の来 ることが前 もってわか って いるか らで ある。人び

とは何か おも しろい ことがお こらないか と期待 しつつ,安 全 な距離を保 って彼 のあと

をつ いて まわ る。群集 の中の何人 かは事態を静 かに見守 っている。Gambiriが 誰 か

を ひどく傷つけるよ うな ことが あると,注 意 をそ らせ るために,次 の 目標を示 唆 して,

事 態の悪化を予防する。

つ いには,彼 が奪 った編袋 は掠奪品で一杯にな る。Wild Manが 何 かを盗 む こと

を認め るのは義務 であ り,そ のため,い くつかのつ ま らない品物を 目につきやすいよ
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うにわざと置 いてお く。Gambiriは ど こにで も掠奪 品を携えていき,時 々す わりこ

んで,編 袋の中身を地面 にあけて調 べる。 これ らの 品物を,通 りがか った者 に与 える

ことはあるけれ ど も,捨 て ることは しない。

 これ まで彼の行動 は 自分のclanの 領 土 内に限 られて いたが,3日 目にな ると彼は

よそのclanの 領 土に まで 出か けてい く。 よそのclanで は0物 を とろ うとす る こと

はめ ったにな く,人 びとを 襲 う真似を した り0弓 矢で威すだけであ る(よ そのclan

で は家 に侵入 して物を取 ろうと してきつ く叱 られ ることがある)。

 この3日 目の夕方に,Gambiriは 森 の 中へ と走 り去 る。次に人 々の前 に現 われ る

の は翌朝で,村 の周辺を歩 きなが ら,男 子集 会所 に向か って2日 もかか る山の向 うに

パ ンダナスの実を採 りに行 くと叫ぶ。 この時0彼 は編袋を持 って おらず,ネ オ ・メラ

ネシア語ではな くて原地語で話 し,こ れまでの異常 な行動 はいささか も見 られない。

 10日 以 上 も過 ぎてか ら,彼 は人 びとの前に姿 を見せ た。 その後,Gambiriは 日常

の行動 に戻 る。誰 も彼の異常な行為について彼に話す ことはない し,Gambiri自 身

も自分 の行動 につ いては何 も覚 えて いない とい う。

奪 った 品物を持 って森の中 に姿を消す ことで,Wild Manの 行 動 は終息す る。彼

はそれ らの品物を焼捨て るか,こ なごなに して捨て るといわれて いる。その後,Wild

ManはGambiriの よ うに遠 くへ旅出つか,狂 暴 な状態 で村 に戻 って くる。 後者 の

場合,Wild Manは 捕 え られ,正 常 に戻 るまで焚 火にかざされる。豚油 が塗 られ,

村 の有力者 によ り彼の名 にお いて 小 さな豚一頭 が屠 られ る。Wild Manに は 料理 さ

れたイモや根菜類が贈 られ る。

 以上 が,Newmanが 観 察 したWild Manの 事 例の要 旨であ る。

Newmanは, Wild Manの 行 動を決定す る要 因と して4つ の点を挙 げて いる。そ

れは0① 社会 的要 因0② 文化的要因,③ 心理 的要因,④ 個人的要 因で,こ れ らの要因

について次のよ うな説 明を与 えて いる[NEwMAN l 965:9-18]。

 ①社会 的要因。Newmanは,一 時的狂気につかわれ るのが若 い成 人男子であ るこ

とに注 目 して,そ こには社会 的要 因が働いていると主張す る。Gururumba族 に おい

ては025-35才 の 男子 は,こ の年代の者 に特有の さまざまな問題に直面す る。 この年

代の者 は 自分の家庭 を築 きは じめる とと もに,成 人 と しての生活 を開始 しなけれ ばな

らないが,こ れは大変 に経済 的負担を伴 う ものであ る。(1)ま ず,婚 資 をは じめとす

る,婚 姻に至 るまでの さまざまな贈答 に与え られた援助を返済 しなければな らない。

それ に結婚後 も,姻 族 と贈答 関係を持続す るた あに人 び とか ら援助を受けなけれ ばな

らないが,こ れ も清算 しなければな らない。(2)結婚 生活の初期は,夫 婦 の間の関係が

不安定で離婚 が生ず ることが多い。(3)集団 の仕事へ財産を投 じて参加 しなければなら

ない(た とえば,村 内で は耕作の協力に対す る謝礼 村 と村の レベルでは葬儀参列者

への食事の提 供,clanとclanの 間 での交換 への品物の提供)。(4)こ う した経済行為
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は,義 務を果すだけではな く,威 信 と権i力を獲得する手段で もあるのである。

NewmanはWild Manの 行動は0こ うした圧力に対する反応 として理解できる

という。品物をかき集あ破壊することは,充 分に品物をコントロールできないことか

ら生ずる困難に直面する者にとってははけ口となるのである。

 年令とともに負債は減少 し0交 換の操作が巧みになるので,こ うした経済的,社 会

的圧力は減圧 される。

②文化的要因。Gururumba族 による, Wild Manの 行動の直接の原因は死霊に

襲われることである。死霊が体の中に入 りこみ,肝 臓や他の内臓器管に咬みつ くと,

彼の裡に以前から存在す る力が解き放たれる。Wild Manの 行動を促すのは,死 霊

によって触発された内部の力である(だ からWild Manは 愚依されたのではないと

Newmanは いっている)。

 死霊と祖先とは 「下劣な本能」で動いている者であり,攻 撃行動を抑えることがで

きない。人びともこうした死霊や祖先と同じ気質を持っている。ふだんは社会の規制

によってこの発現は抑えられているのだが,Wild Manは この抑制がきかなくなっ

て,死 霊のような行動をとるのである。こうした場合の社会の対応策は,充 分に行為

を行わせ,し かる後に社会への再統合を試みるのである。

 われわれの視角か らは04つ の要因のなかでも,こ の文化的要因が最 も重要な もの

だと思われるので,こ れについては0あ とで改めて詳 しく展開 したい。

 ③心理的要因。若い青年男子にさまざまな社会的 ・経済的圧力がかかるといって も,

すべての者が一時的狂気に陥るわけではない。そこでなにゆえに特定の個人がWild

Manと なるのかという問題が残されているのだが0こ れは精神医学的なアプローチ

によって解明される問題である。NewmanはWild Manの 精神分析的アブmチ

とパーソナリテ ィー研究の必要性を説き,そ れについてのおおまかな見通 しを述べる

にとどまっている。

 ④個人的要因。Newmanは, Wild Manの 行動は,日 常における他の人びとの行

動が,彼 によってどのように見えるかを示 しているという。Wild Manは 他人の品

物を暴力的に集め,行 動に対する反対に耳をかさない。日常生活では,彼 は他人から

このように扱われていると感じているのである。すなわち,彼 の行動は日常生活にお

ける関係を倒立 した形で表現 しているのである。

 このWild Manの 行動によって,人 びとは彼が社会的圧力に耐えられないことを

知るのである。この後0他 の人びとの彼に対する期待は少なくなり,返 済の要求も厳

しくなくなる(し かし,こ れによってWild Manが アウト・カース トになったり,

はみ出し者となることはない。ただ0他 の人びとと同じような経済的な負担能力がな

いのだと見徹されるだけである)。つまり,Wild Mzn行 動は社会的支持を喪失する

ことなく要求を減少できる装置なのである。
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 この要因も,0時 的狂気の問題を社会的 ・文化的文脈で考える場合,文 化的要因と

ともに注目する必要があろう。

 以上がWild Manの 行動を決定する4つ の要因についてのNewmanの 説明であ

るが,こ こでは,以 下で行う検討の前提 として,と りあえず,一 時的狂気の行動につ

いて,つ ぎのように把えておくことにしたい。ニューギニア高地においては,若 い成

人男子にはさまざまな社会的 ・経済的な圧力が加わっており,一 般にス トレスのたま

った状態にある。そうした時に(個人によって影響を受ける度合が異なると思われる)

なんらかの突然の社会的 ・心理的な状況(Gambiriの 場合は子供にお椀を奪われたこ

と)に よって,一 時的に狂気の状態がひきおこされる場合がある。一時的狂気の行動

は,こ うしたさまざまな圧力をこうむることによって生ずる緊張状態を解消する,ほ

ぼ制度化された一つの手段(0時 的狂気の行動は社会の非難をうけない)で あると考

えることができる。

 すでに述べたように,本 稿では0時 的狂気の行動を社会 ・文化との関連で把えるこ

とを意図 している。つぎには,こ れまで指摘されることのなかった,3つ の点に焦点

をしぼって,考 察を展開 してみたい。

 ①まず,皿 において一時的狂気の行動における時間の問題を扱 う。 最初に,狂 気

の発生する時刻をとりあげる。つぎに,Wild Manの 行動(話 しことばを用いず,

もっぱら身振りを用いる)を 通 じて,一 時的狂気の行動における時間の構造を検討す

る。②さらに,IVで は,一 時的狂気の行動における森やブッシュの象徴的意味を探 り,

それをもとに,一 時的狂気そのものの象徴的意味を検討する。つまり,0時 的狂気に

おける空間の構造の解明を通 して,行 動それ自体を明らかにするのが,こ こでの目的

である。③最後には,Vに おいて,こ れまで検討 してきたことをふまえて,治 療儀礼

という側面からWild Man行 動を考察する。

盟.0時 的狂気にお ける時間の構造

 Gururumba族 のGambiriが 狂 気に とりつかれたのは夕方で あったが,こ の他 に

も0時 的な狂気 に襲 われたのが 夕方 とい う時間である ことを述べて いる多 くの報告 が

ある。Bena Bena族 のAbioと い う男の場合 も狂気 の発作が生 じたのは夕方で あ り

[LANGNEss 1965:260], Siane族 で も一時 的な狂気がの りうつ るのは普通 は夕方で あ

るといわれてい る[SALIsBuRY 1966a:104]。 ClarkeがMaring族 でWild Manに

出 会 ったの も,彼 が村 に到着 した その 日の夕方 であ った[GLARKE l 973:203]。 Jal�

族 において も0愚 かれた者 が村中を走 りまわるのは,村 人 が畑か ら帰 って きて多 くの

人 びとが村の道 に集 ま って いる午後遅 くに 観察 され ることが 多か った とい う[KOCH

l968:139]。 このよ うに多 くの地域 で,一 時的狂気 に陥るのが 夕方 である といわれ
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ている ところか らみ ると,狂 気の発生 と夕方 とい う時間 とは,単 な る偶然の符合 である

と見倣す ことは困0と な る。む しろ,両 者の間には何 らかの関係の存在が予測 され うる。

前に も述 べたように,0般 的には,Wild Manの0時 的狂気は死霊によ ってひ き

おこされるといわれて いる。Gururumba族 で は死 霊の攻撃がその原因であ ったが,

この ことはBena Bena族 で もSiane族 で も同様であ る[LANGNESS 1965:262;

SAusBuRY 1966a:105]。 Maring族 で は,キ リス ト教の伝道者 がいるため に,今 は

よその土地 で狂気 にかか った者が伝染 させたのだ といっているが,以 前 は霊 に愚かれ

たのだ と考え られていたといい[cLARKE l 973:205-206], Jal髑ｰ で もWild Man

行 動 の原因 と して考 え られて いる3つ の うちの1つ は死 霊の愚依で ある[KOCH l968:

141]。

 こ う した ことか ら,一 時 的狂気の発生の時間の問題 は,死 霊の登場の時刻の問題 と

して おさえることができる。世界の多 くの民族誌 は,死 霊 などの霊的存在や魔 性の者

が現 われ るのは,季 節 の変 り目とか,夕 方 とか,晴 天 なの に雨が降 る時であ ることを

述べて いる。Lleach等 の理論 に導かれて,吉 田禎吾 は,こ う した現象の理 解のため

には,分 類 された カテ ゴ リー間の中間的な領 域は神秘性 ・宗 教性 を帯 びやす いとい う

構造論的 な仮説が有効 であ るとい って いる[吉 田1975:237]。 夕 方 というのは,単

なる 「昼」 から 「夜」への移行 の時 間ではなか った。それは 「昼」 と も 「夜」 と もど

っち ともつかな い時間帯であ り,「 昼」 という時間区分 と 「夜」 とい う時間 区分の中

間的な時 間領域 なのであ る。

 Bena Bena族 で は,死 霊は夜 間襲 うので,人 びとは暗 くなる と家の中に ひっ こん

で しまい0外 に出ようとす ることはめ ったにない[LANGNESS 1965:263]。 Jal6族

で も,夜 は死霊 が生者 の安寧 に干渉 したが る時間である[Kocx 1968:141]。 この よ

うに死 霊が活躍す るの が夜であ るとすれば,こ こに 「人間/死 霊」,「 生者/死 者」,

「現在/過 去」,「昼/夜 」 とい う象徴二元論 カテゴ リーの存在を見 ることが可能 とな

ろう。

 0時 的狂 気には0死 霊 との出会い ・遭遇 の過程 が存在す る。 人は死霊 に化 身 し,

あ るいは死霊 によ って 日常の人格 とは異なる新 たな別個の存在 とな ることによ って,

Wild Manと な るのであ る。 ここでは,生 者 と死者 とを 隔てて いる障害が いっさい

とり除 かれ るわけで あるが0こ れ は 「昼」 と 「夜」 との間の夕方 とい う時間において

生ず る事柄 なのであ る。

 この夕方 とい う,昼 で も夜で もない両義的な時間において,対 立す るカテゴ リー の

混 清が生ず る。人間 と死 霊が,生 者 と死者が 出会い,俗 的時間が停止 し,「 過去」 と

「現在」 とが共存す ることが可能 となるのは,こ の時刻なのである。

 多 くの場合,Wild Manは 彼 が0時 的狂気 に陥 ってい る闘,話 す ことがで きな く

なるか,意 味不 明の言葉を叫ぶ と報 告 されてい る。雄弁 さがBig Manと 呼 ばれる リ
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0ダ ーになるための重要 な資質の1つ とな っているニ ューギニ ア高地 を考 えた場合,

「話 しことば」を ま った くあ るいはほとん ど 使用 しな いということは,簡 単 には見過

す ことので きない問題であろ う。「話 しことば」 に関 して,Wild ManはBig Man

と は対照的な位置を 占め る。 つま り,Big Manの 雄 弁が ことばの 過剰 とすればO

Wild Manの 場 合は ことばの欠如 とい うことがで きるが,こ とばの過剰 に して も,

ことばの欠如に して も,正 と負 の符号の差違 こそあれ,そ れらはひと しく社会の通常

の価値 の中心か らはずれて いる点で共 通 している。そ して0こ のたあに これ らは共 に

異質な感 じを与える。異質 な感 じを与 えるとい う点ではOGururumba族 のGambiri

が0時 的狂気につかれている間に,日 常生活ではほとん どしゃべることのなか った と

いわれるネオ ・メラネ シア語を話 した場合 も0同 様 の効果を あげて いる3)。

 Bena Bena族 で は,狂 気 にとりつかれた者であ るnegi negiは,風 に耳を打たれ

て,聞 くことができな くな って しまった といわれて いる。negi negiと い う言葉 は,

Bena Bena族 で は耳の不 自由な者の ことも意味 して いる。 さらに,こ の言葉は言語

障害のあ る者 に も用い られ る。 とい うのは0聞 くことと話す こととは同 じことだか ら

で ある。 重要な ことは,次 のような人 びとの認識 である。 「理解す ることがで きない

者は 聞 くことができない。同様 に,き ちん と話をす る ことができなければ,人 は聞 く

ことがで きない」[LANGNEss l 965:261-262]。 つ まり,聴 覚 と言語能力 とは密接な

表裏一体の関係にあ り,そ れ らの能力の減退は理解の欠如,す なわ ち理性 の欠如を意

味 してい るのであ る。

 同 じよ うな観念 はGimi族 に も存在す る。Gimi族 で は狂 入の ことをneki banaと

呼 ぶが,こ の言 葉は耳が不 自由な者に も用い られる。狂気 に陥った者は,と り愚 いた

死霊が頭の中で ブンブンと音をたて るので,耳 が聞 こえない。聴覚 能力を欠如す ると

い う点で,狂 者 も耳 の不 自由な者 も共 通点を持 つので ある。Gimi族 の 考えで は,話

に充分に応 じられる 能 力と分別あ る 話がで きる 能力 とは0人 間の重要 な特徴で ある

[%LICK l968:201]。

聴 力=言 語能 力=理 性 という思考様式は,Maring族 で も成立す る。 ここで も,耳

の不 自由な者 と狂人 に対 して,yu primと い う同 じ言葉 が用 いられてい る[CLARKE

l973:204]。 聴 覚 の 能力 の 欠 如と正常 さの喪失 とが伝統 的に結 びつけ られて いるの

は,耳 が聞 こえない者 は言葉を理解できない ことに由来す る。理 解力の欠如 は野獣 と

関連するといわれて お り,飼 育 してい る豚が人 間の意 に従 わなか った り,家 に戻 らな

い時には,豚 はつんぼになったの だとい う[CLARKE 1973:211]。

 す なわち,聴 覚能力 と言語能力の欠如 は,理 解力 ・理 性の欠如 であ り,文 化 の喪失

であ る。そ して,こ れは野獣の状態 ・野性への退行を意味 してい るのであ る。

3)Gururumba族 で は,西 欧 と の接 触 以前 は, Wild Manは 身 振 りだ け で ,言 葉 を発 しな か っ 
た とい う[NEWMAN 1964:6]。
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Wild Manは 日常の意志伝達手段である 「話 しことば」に依存せず,身 振 りによ

って人々に話 しかける。この身体言語によるコミュニケーションは,日 常生活には登

場 しない行動形態であり,日 常の意志伝達方法とは非連続の関係にある。このような

通常とは異なる行動をとることによって,一 時的狂気に陥った者が日常生活とは異質

の時間 ・空間を生きていることが明確に示される。

我 々はこれまでWild Manが 「話 しことば」によらず,身 体言語を用いて行動す

ることにより,通 常の人びとの行動とは異質な感じを与えることを述べてきたが,一

時的狂気にとりつかれた者が行なう身振りも,日 常生活の中には全 く現われることの

ない種類のものである。もっとも明白にこの点を示すのは,他 者の威嚇のしぐさなど

に示される暴力的な身振 りである。

 ニューギニア高地において,暴 力の行使一般が禁じられていたわけではない。かつ

て,'他 の近隣集団とは常に潜在的な敵対関係にあり,外 部の集団との紛争の究極的な

解決は戦闘によってはかられていたのであって,暴 力的な環境におかれていたといっ

てよい。外部の集団との戦闘において積極的な攻撃を展開することは,文 化的に容認

されていたというよりも積極的な評価を与えられていたことであった。 しか し,こ れ

が自己の属する集団の内部における場合,事 情はまった く異なってくる。ここでは,

暴力の行使は強 くいましめられ,タ ブーとされる行為であった。 ただ,Wild Man

の行動においてだけ,自 己の集団内部に向けられる暴力性が容認されたのである。

 暴力的なしぐさの外で,Wild Manに 特徴的な行動は,走 りまわること,数 歩前

進 して数歩後退すること,常 に体を上下に動かし続けることや体の震えがあることな

どである。たとえば,北 アジアのシャーマンが愚依状態に陥るときに,太 鼓などの打

楽器の助けを借 りることによって も示されるように,Needhamは 打楽器などによる

衝撃音と状態の移行は深い関係にあると論じている[NEEDHAM l967]。 足踏みがも

っとも単純な衝撃音であることを考えれば,Wild Manの 動作は,日 常の状態から0

一時的狂気にとりつかれた日常とは異なる状態への移行を,促 す役割を果 していると

いうことができよう。狂気の状態への没入は,自 ら生み出すステップによる衝撃音に

助けられて,可 能となるのである。

 これらのWild Manに 特徴的な行動に共通するのは,同 じ行為の繰り返 し,すなわ

ち動作の反復である。これによって,そ こには日常生活の リズムとは異なる,独 特の

一定の リズムが生じ,そ れがあたりを支配する。0時 的狂気につかれた者が発する単

調なリズムの繰り返 しは,す べての緊張と拘束を解き放ち,俗 的な時間の進行を停止

させる役割を果す。集団狂気舞踏を論じた一文で,種 村季弘は舞踏が生み出す リズム

に触れて,「 通常の歩行の リズムは呼吸の リズムとパラレルである。 カネッティが舞i

踏を0箇 所にとどめられた歩行,停 止 した歩行と定義 したように,舞i踏 の リズムは究

極的には呼吸ではない呼吸,呼 吸を無限に逸脱 していく呼吸の リズムである。これは
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ヨガや坐 禅の 『呼吸』 の リズムと同 じ性質の ものだ。肺 呼吸 とこ本足 の歩行 の リズ ム

を基 盤 と してい る世界 を補 うべき もうひとつの世界の リズムは,か くて痙攣的 な動を

通 じて 絶対 の静 に 到達す べき 誘 惑的なサイ ンにほかならな い。」 と記 して いる[種 村

1973:178-179]。

 特 定の リズ ミックな動作を介 して絶対の静へ到達す るとい うこの指 摘は,一 時的狂

気 につかれた者 が とる行動 において も有効で ある。というのは,独 特 の リズムが支配す

る一時的狂気につかれた者の行動を彼 自身は何 も記憶 してお らず[LANGNESS l 967a:

144;NEwMAN l 965:5;SALIsBuRY l 967:132], Wild Manに と って彼が一時的狂

気 につかれていた時間は存在 しなか ったので あり,そ の間 日常の時間は慰撫 されてい

たか らで ある。一時的狂気 に襲 われた者 に対 して他の人 び とはそのことにつ いて話 し

か けず[NEwMAN l 965:5;KocH 1968:138],そ の 間の行 動を非難せず,そ の こと

はす ぐに忘れ さられ て しま う[LANGNEss 1967a:144]と す れば,一 時 的狂気の生ず

る時間は,狂 気 に陥 った者 にと って だけで はな く0そ の出来事 に立 ち会 う他の人 びと

にとって も,日 常の世俗 的な時 間とは異質の時間における経験 なのであ った 。

 狂 気につかれた者 は,村 中を走 り回 ることによって境界 を確定 し,足 踏みの リズ ミ

ックな動作によ って,境 界の 内側の 日常的空間を変質 させ,俗 的時間の進行を突如停

止せ しめるので ある。

IV.0時 的狂気にお ける空 間の構造

 Gambiriの 場 合 ・奪 った品物を もって森の 中へ姿を消 し,森 か ら現 われた時には

正気 に戻 っていた。 このよ うに,0時 的狂気の行動において,ブ ッシュや森 に言及 し

て いる事例 は,ほ か にもある。

 た とえば,Siane族 の25才 位 の若者 について,つ ぎのよ うな報告 が行 われてい る。

村 か らか なり離れた新 しい耕作地 か ,ら・夕方遅 く帰 って くる若者 の叫び声 が聞こえた。

夜 にな って彼は(彼 自身のではない)よ その男子集会所 に とび込んで きて,や っとの

ことでとりおさえ られた。その夜 は体を縛 られた ままであ ったが,朝 には落着 いた。

 彼 の話す ところによ ると・耕作地 か ら家 に帰 る途 中で,道 の前 を豚 が横 ぎ った。 ブ

ッシュの 中へ豚を追 ってい くと,豚 は彼 にむか って きた。彼 はそれが最近死亡 した男

の霊 だと思 った が・それか ら集会所 に来 るまでの ことは何 も覚 えていないということ

だ った[SALIsBuRY I966b:llO-lll]。

 この著者の場合 ・死者 の霊 と考 えられてい る豚の跡を追 って ブッシュに入 り,そ こ

で狂気 に陥 った わけで あるが,Maring族 で は, Wild Manは 狂 気 にとりつかれて

いる間,ブ ッシsへ の出入 りを くり返 した り[CLARKE I973:205],森 の 中に走 り込

んだ りす る[LO WMAN-VAYDA l 971:335]。
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 この よ うに,一 時的狂気 の行動 において ブッシュや森 は大 きな役割を果 してい るよ

うにみ えるの だが,こ れまでのWild Manに 関 す る論文の 中では,は っきりとは指

摘 されて いない。 そこで,Wild Manの 行 動の 中で,森 やブ ッシュが い ったい どのよ

うな象徴的意味を もってい るかを探 るために,他 のニ ューギニ ア高地の事例(Karam

族 とMbowamb族)を 検 討 してみ よ う。

 Maring族 の 隣…に住 んでいる, Karam族 の 動物分類法によれば,空 を飛 ぶ ことの

できないヒ クイ ドリは,鳥 の範躊 には入 れられず,そ れだ けで独立 した範 疇を形成す

る。 こうした理 由の一因はつ ぎのよ うなヒクイ ドリの形態的特徴にあ る。他 の どの鳥

よ りも大きい。翼 がない。人間のよ うな足の骨 を持 つ。羽毛がな く毛で覆 われてい る。

厚 い骨 の頭 を持 つ。

 ヒ クイ ドリの狩 にはい ろいろな規律 やタブーが結 びついてい る。その 中で0興 味深

いのはつぎのよ うなタブーで ある。(ユ)ヒクイ ドリを殺 した り,食 べた り した者 は儀 礼

的に危 険な状態 にあるので01か 月間はタ ロ芋 を植 えた り,タ ロ芋の畑 に近づいては

いけない(タ ロ芋の植 え付 け期間であ る8月 一11月 の 間とその後の タ ロ芋の成 長期 に

は ヒクイ ドリを 食 べてはいけない し,そ の期間は ヒクイ ドリの狩猟 を控える)。(2)ヒ

クイ ドリの狩や料理 に用 いた道具は,タ ロ芋 畑の近 ぐにある村 に持 ち込 んではい けな

い。(3)生 き た ヒクイ ドリを家や耕 作地に持ち込 んではいけない。豚,タ ロ芋,バ ナナ

が よ く育た ないか らであ る[BULMER 1967=12]。

 このよ うに,Karam族 に はタ ロ芋 とヒクイ ドリとは 引き離 して おかな ければな ら

ない とい う観念 が存在す る。この隔離は,ヒ クイ ドリが森の大切な獲物であ るの に対

して,タ ロ芋は耕 作によ る,ま たは文 明の 重 要な 作物であることに基づ いて いると

Bulmerは 述 べてい る[BuLMER 1967:14]。

 山 の森に生え るパ ンダナスの実 も森に属 す ものであ り,タ ロ芋か ら引き離 して おか

な ければな らない ものである。パ ンダナスの実の採集 に もいろいろなタブーが伴な う。

た とえば,採 集期間には性交 渉を控 えな ければな らなか った り,pandanus Ianguage

と呼 ばれ る一種の山言 葉を使 わなければな らない。 タロ芋 畑の相続 は父母の どち らか

らで も可能だが,パ ンダナスの木 は父系を辿 って相続 される(森 のカテゴ リーに属す

る もの と村の カテゴ リーに 属 する もの とは,継 承 のル ール も異な ってい る)。 このパ

ンダナスは人が植 えて も育 たないと考え られて おり0植 えつけ ることは行 われず,野

生のパ ンダナスを最初 に見つ けた者 が所有者 となる[BULMER l 967:15-16]。

 Bulmerは,栽 培されない もの ・野生の獲物(そ の主な もの はヒクイ ドリとパ ンダ

ナスで ある)と,タ ロ芋 の栽 培に代表 され る文 明との間には対立 的関係 があると言 っ

てい る[BULMER 1967:17]。 つ ま り, Karam族 に おいては,「 森/耕 作地 ・家 屋敷」,

「野生/文 明」,「ヒクイ ドリ ・パ ンダナス/タ ロ芋」 とい った象徴的二元論 を認 める

ことができ るので ある。
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Mbowamb族 で は,高 い山の斜面の通 常の耕作の限界 よ り高 度が高 い森林地帯 を

「森」 と呼 び,野 生のサ トウキ ビや クナイと呼ばれ る背の低 い草の生えてい る,ゆ る

やかに うね った広範 な地域を 「草原地帯」 と呼んでい る。Mbowamb族 は,湖,山,

ほ とん どの木を 「野生の もの」 と して分類す る。 自然物 のほかに も,森 林地帯に住 む

動物で あ る鳥や有袋類 も 「野生の もの」 とみな されてい る(草 原地帯は森よ り 「野生」

の度合が少 な く,そ こに住 む 生物 も 「本 当の」 ブッシュであ る 森に 住む ものほ どは

「野生 的」で はない)。Mbowamb族 は,「 森」や 「草原地帯」 とそ こに住 む生物 を,

「野生の もの」 と して類別 し,こ れを作物や家畜な どの 「人 間の手が加え られた もの」

と対 比 させてい る[STRATHERN and STRATHERN 1968:186]。

 Karam族 とMbowamb族 の 事例か ら,「 森/村(耕 作地 ・家 屋敷)」,「 野生/文

化(文 明)」 とい う象徴二元論 が存在す ることが明 らかにな ったが0森 と野生 とい う観

念連合 は,Wild Manに つ いて の事例の 中に もうかが うことがで きる。 Gururumba

族 で は,Wild Manが,森 や草原 に逃げだ した飼育 されて いた豚 と類似性 をもつた め

に,Wild Manの ことを 「野生 の豚 になった」 とい う[NEwMAN l 964:1]。 Maring

族 で は,一 時 的な狂人 は森の中に走 り去 ると,そ こで野獣 のよ うな生活を お くるとい

う・[CLARKE l 973:211]。 い ずれの場合において も,森 ・草原 と野生 との結 びつ きが

認 められ る。

 こ う した点を考え ると,一 時 的狂気の行 動において森や ブ ッシュが言及 されて いる

場合 は,0時 的 に狂 気につかれた者 と森や ブ ッシュの持つ 「野生」や 「反文化」 とい

う属性 とは関連があ ることが推測 され る。

 Gururumba族 で は0死 霊 と祖先 とは 「下劣な本能」に基づ いて行 動す るといわれ

て いた 。彼 らは攻撃衝動を抑制す ることはな く,社 会の規制を受け ることもなか った。

Gururumba族 は,原 初 の世界 につ いて,つ ぎのよ うに考えて い る。その世界 には技

術の知識 が皆無であ った。火0家,栽 培植物 家畜は いっさい知 られていなか った。

また,社 会 の規制 も存在 しなか った。集団で住 むことはな く,食 物をわけあ った り富

の交換 を行 うこと もせず0婚 資を支払 うこと もなか った。いかな る社会的掟 もな く,

人 びとは気 ま ぐれ に人を襲い,食 物 を奪い,強 姦 を くりか え した[NEwMAN 1965:14]。

い っさいの 「文化」 は存在せず,混 沌 とした世界 であ ったの だ。

 Gururumba族 は,彼 らもやは り本質的 には死霊や祖先 と同 じ気質を もつと考 えて

い る。彼 らは 自己の裡 なるわがままな 性格 破壊 的 ・攻撃 的な 性格 に 気づ いて いる

[NEwMAN 1965:13]。 つ ま り,慣 習が彼 らを律す る行動の背後にあ って,心 の奥底 』

にそ うした心情 ・暴力性への志向が息づ いて いることを,彼 らは明確に認 識 して いる

のであ る。社会 の規則や掟が,こ う した感情の発現 を抑制 してい るのだが,ひ とたび

こうした枠がと りはず されると,暴 力性 ・動物性への衝動が解 き放たれ,入 びとは死

霊や祖先のよ うに行動す るのであ る。
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Wild Manと は掟を破 って本能の ままに行動す る者 の謂であ る。 彼 は,自 己の裡

なる暴力性 とい う潜在的 な行動を可視的な ものに し,表 層 の意識の下 に隠 されて いる

意識下の世界を明 らかにす るのであ る。

 これ まで述 べてきたところか らみ ると,ニ ューギニア高地の一時的狂気 の行動 にお

いて は,「 始原/現 在⊥ 「自然 ・野生/文 化」0「混沌/秩 序」 といった二元 的カテゴ

リーが存在す ると推 測 して も誤 りで はなか ろう。そ して,こ の二元 的カテゴ リーは,

さ まざまな コンテキス トで現 われ る。 まず,そ れ らは時 間軸に沿って配 置せ られて い

る。 空 間的に見れば,「 村」 と 「ブ ッシ ュ ・森」あ るいは 「中心」 と 「周辺」 とに割

りあて られてい る。また,人 間の精神の深層には,始 原 ・野生 ・混沌 への志 向が潜ん

で おり,こ の二元 的カテゴ リーは,精 神の裡に堆積をな して存在 している。 「始源/

現 在」,「野生/文 化」,「混沌/秩 序」は,日 常生活 においては,時 間 的に も空間的 に

も,そ れぞれ きめ られた位置を 占あてお り,そ れ らを隔てて いるのが社会の拘束であ

り掟で ある。

 一 時的に狂気 に陥 った者 は,あ らゆ る拘束 と掟を無効 とす る。彼の行動は原 初の人

間の行動 そのままで,そ こで演 じられ るのは始 源の世界の再現であ る。 とい うのは0

は じまりの時 にはい っさいの拘束 と掟 とは存在 しなか ったからであ る。始源の時 は0

す べての拘束や掟よ りも古 く,そ れよ りは るかに先立 って存在 したか らであ る。

 秩 序 という日常生活 の論理の否定は,暴 力とい う姿を とって立 ち現われ るが,社 会

の秩序を破 ることは,「 始原/現 在」,「 自然 ・野生/文 化」,「混沌/秩 序」 の間を隔

て る境界を破壊す ることで あ り,始 原を,自 然 を,野 生 を,混 沌を この世に導 き入れ

ることであ る。それは,日 常の生活空間を異質 な ものへ と変質 させ る。

 このよ うに して見て くると,Siane族 の若者 の事例の ように,森 において狂気 に と

りつかれ る場合,Wild Manは ブ ッシュや森 に赴 くことによ って 日常の世界 か ら身を

引いて0見 馴れ ぬ もの0異 質の ものに遭遇 し,そ の属性を身 に帯 びることにな ると考

えることができ る。彼 はブ ッシュや森か ら,自 然性 ・野性 ・反文化を,村 に持 ち帰 っ

て くるのであ る。Wild Manは 「中心」か ら 「周辺」 へ出むき,「 文化 」の中へ 「野

生」を導 き入 れ る。

 Gururumba族iのGambiriの 場合 は,一 時的狂気の ままで森の中へ走 り込み,そ

こで正気に戻 るといわれていた。彼 の場合 は,自 己の精神の深層か ら噴き出 した 「野

生」を森に連 れ出す役割を果 しているとみ ることがで きよう。彼 は,村 の中の「野生」

をその身に担 って 「周辺」 まで運 び去 り0追 放す ることによ ってr村 に秩序の回復を

もた らす,一 種の依 り代的役割を果 して い るといえるか も しれない。

 こ う して・Wild Manは 「始原/現 在」,「野生/文 化」,「 森 ・ブッシュ/村 」,

「混沌/秩 序」とい う 象徴二元論の対立 カテ ゴ リーの 双方 に係 わりを もつ者であ り,

この二 つの世界を繋 ぐ者なのであ る。
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V.0時 的狂気 にお ける治療儀礼的側面

 多 くの文化において,病 気の治療には,宇 宙創成神話の厳粛な詠唱が含まれている。

たとえば,ナ ヴァホ ・インディアンはこんな治療儀礼を行 っている。まず,砂 の上に

こみ入 った紋様が描かれる。この砂絵の紋様は0天 地創造と神々,祖 先0人 類の神話

的歴史の種々の段階を象徴しており,マ ンダラに似たこの紋様のひとつひとつが,そ

の始めのときに起った事柄を再現す る。宇宙開開神話の吟調を聞き,そ して砂絵をじ

っと耳 つめることによって,患 者は俗的時間から太初の時の完全性へと投影される。

「すなわち患者はこの世の始めのときに戻 り,か くて宇宙開開の目撃者となる。ひじ

ょうにしばしば患者は,神 話の吟請や砂絵の実修が開始される日に沐浴する。事実上

彼もまたその言葉の厳密な意味において0そ の生命を再び開始するのである」[エ リ

アーデ1963:109]。

 ナヴァホ ・インデ ィアンの事例が端的に示 しているように,多 くの治療儀礼は,原

初の渾沌の状態を取戻すことをめざしている。それは,こ うした始原への復帰が再生,

更新の機会と考えられるからである。「これまで検討 してきたあらゆる治療儀礼は1

始原への復帰をめざしている。古代的社会にあっては生命が修復されることはなく,

原泉への復帰によって再創造されるのみであるとの印象が得 られる。そ して 『原泉の

源』とは,世 界創造時に現出した精力,生 命,豊 饒のとめどない流出である。」[エ リ

ァーデ1973:38]。

 患者は象徴的に始原の時へとつれ戻され,宇 宙の創造の時点へとひき戻される。そ

こで彼は原初の生命力にひたされる。宇宙の再創造,す なわち世界が原初の渾沌の時

に回帰 し,改 あて新たによみがえることは,個 人の疾病 も根底から治癒されることで

あると考えられている。ここにおいては,マ クロコスモス(宇 宙)と ミクロコスモス

(人間)と の間には完全な照応があり,哀 弱 し病んだ宇宙が死滅 し,根 源に立ち帰 っ

て再創造されることが,個 人の衰弱し病んだ精神と肉体をも生命の更新によっていや

す ことを可能とするのである。つまるところ,個 人の病の治癒と宇宙の治療は同義で

あり,個 人の魂の解放も世界の全体性において治療されなければならなかったのであ

る。

 Wild Manの 行動においても,世 界や精神の根源へ象徴的に回帰するという観念

を見てとることができるということはすでに述べた。一時的狂気の行動が,攻 撃衝動

の発散やフラス トレーションの解消に役立つことは確かなことだが,治 療行為として

のWild Man行 動を考える場合,そ れ以上に重要なことは,一 度始原の時に立ち帰

ってのよみがえりにあるといえよう。

 多 くの文化において0治 療という行為は儀礼=演 劇という形態をとって演じられ
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る4)。治療行為の意図するものが世界の根源への象徴的な回帰であり,ま た 「演劇と

いうものが発生的には生と死と再生の神話的宇宙生成論の表現として反復 して演 じら

れる呪術  宗教的儀i礼であった」[大室 1975:322]と すれば,こ のことはおのず

から了解 され る事柄か もしれない。

 人が一時的に狂気につかれた行動を行 うのは,人 びとが集まっている場所において

である。Radrigueは ・それは群集が集まる所ではさまざまな人間関係の問題を生 じ

やすいからだと述べているが[RoDRIGuE 1963:275],0時 的狂気の行動は常に群集

を必要とするといったほうが 正確のようである。 これまで見てきたように0と くに

Gururumba族 の場合がそうだが, Wild Man行 動の意図す るものの1つ が,自 己

の危機の視覚化であり,自 己の精神状態の他者への伝達であるとすれば,一 時的狂気

の行動は,群 集の前で演じられてこそはじめて意味を持つことになるからである。

Wild Manに 対する人 々の態度の中に,演 劇の観客と同質の性格が存在するとO

Newmanは 述べている。共同体には予期 された興奮という感情が見てとれる。Wild

Manの 行為は公開の見世物という性格を備えている。その発生のニュースが伝わる

と,人 びとは耕作地から,森 から,よ その村から,た だ見物するだけのために集 って

くる。観客は危険を慮 ってちょっと離iれてみているが,同 時に見物人はWild Man

が突然群集に向かってきて彼 らを追いかけるのを明らかに楽しんでいる。「こうした

点で,大 規模な食物の分配の時に娯楽として上演されるコミカルで威すような演技に

対するのと同じやり方で,共 同体はWild Manに 対応する。このような態度からす

ると,共 同体を演技の観客と見倣すことができる」[NEWMAN l 964:7]。

 「演劇としての一時的狂気」という論文のタイ トルからもわかるように,Clarkeは

Wild Man行 動における演劇的側面に注目している。彼は社会の狂気に対する是認

的な態度を指摘 し,一 時的狂気は一種の劇場の娯楽なのであり,Wild Manと 社会

との相互行為は俳優と観客の関係になるという。 しかし,こ の観客はじっと見ている

だけの受身の存在ではない。恐怖を装 ったりOWild Manの 行きすぎをなだめたり,

「芝居」が退屈になればはや したり,こ れ見よがしに武器を隠 したりして,観 客は演

劇に参加 し,彼 らも芝居の0部 を形成 しているのである[CLARKE l 973:208-209]。

Wild Manか ら遠ざかるどころか,彼 の狂気に積極的に手を貸す点からみて,こ

うした一時的狂気の見物人は純粋の観察者ではない。一時的狂気に巻き込まれた人び

とは,目 の前で生起する出来事に積極的に加わり,主 役の狂人と共にこの非日常的な

時を生きる。そして,主 役であるWild Manと 積極的に参加する観衆である人びと

との間での絶えざる相互の働きかけにより,集 団全体が演劇の形体をとる。

 ここで,主 役であるWild Man自 身の行為に見られる演劇的側面にも注目しなけ

4)現 代の精神的疾患の治療法にも,演 劇の要素をとりこんだ,サ イコ ドラマ(心 理劇)と いう

 方法がある。
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ればならない。「Wild Manは 他のいかなる文脈においても,著 しい一般からの不承

認を引きおこし,行 動の抑制の企てが行われるような行為を行 う。彼が他人に負わせ

る身体的な危害の 量は日常の 出来事において 寛容される枠をはるかに 越えている」

[NEwMAN 1964:7]。 Wild Manは 一時的狂気につかれている間,日 常生活におけ

るアイデンティティを放棄してまったく別個の役柄を演じ,日 常生活ではとうてい許

容されず厳 しく禁 じられているような行為を行うことが許されている。そこでは,日

常生活で効力をもつ法や掟が停止され,無 効を宣告されることによって,価 値の混乱

や転倒が生ずることになるが,Wild Manに よるこのような日常性の破壊が もた ら

すものは,他 者には見ることのできない世界であった。

 演劇における狂人の位置について述べるフーコーは,こ の点を適確に言いあててい

る。「伝統的なヨーロッパの演劇では …… 中世紀から18世紀に至るまで狂人は中心的

役割を担っていました。狂人は観客を笑わせます。なぜかというと,彼 は他の役者た

ちには見えないことを見ているからであり,芝 居のすじの結末を他の役者に先んじて

暗に示すからなのです。つまり,狂 人はものごとの真実を輝 くばかりにあらわにす る

存在なのです。そのよい例がシェイクスピアの 『リア王』です。 リア王は自らの幻想

の犠牲者ではありましたが,同 時に真実を語る人でもあります。つまり,演 劇におけ

る狂人とは,他 の役者や観客には意識されない真実を身をもってあらわす人物,彼 を

通 して真実があらわれる人物である,と 言えます」[フ ーコー1970:20-21]。

 演劇空間の本質が,日 常的世界を超えた 「異質なるもの」を介することによって,

時間を越えた真の 「世界」を開示することにあるとすれば,Wild Manは その 「異

質なるもの」を導き入れる者であり,そ の結果開示されるのは,原 初のあらゆる可能

性をはらんだ混沌であり,精 神の深層に潜む人間の本源的性格であったのである。

Vl.お わ り に

 わ れ われは,ニ ューギ ニア高地 におけ る一時 的狂気 の行動を とりあげ,そ の象徴 的

な意味を検討 して きた。 これまで のところをまとめてみ ると,つ ぎのよ うな ことがい

え るだろ う。

 まず,0時 的狂 気の現象 は,日 常の時 間 とは異 なる時 間において生ず ることが指 摘

で き る。狂気 につかれてい る非 日常 的な時間において,Wild Manは,日 常世界で

は不可視の もの とな って いる,始 源 の混沌 あるいは野生 な るものを,目 に見 え る形で

再現す る。それ らは0一 時 的に発現 が認 められ るが,最 終 的には排除 され る(正 気に

戻 る)。 これ によ り,秩 序 は回復 し,個 人 と宇 宙は ともに更新 し,新 た によみがえ る

ことがで きる。 この ことを別の言葉で いいかえれば,Wild Manは,社 会におけ る

ネガテ ィブなもの(負 の要素)を 顕在化 させ,可 視的な ものに変 え,自 らに引 き受け
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中 山 ニューギニ ア高地における一時的狂気 の構造

る。そして,そ のネガティブなものを,境 界の外へ放逐することにより,世 界全体の

浄化と秩序の再確立を図 るのである。秩序を維持し再確認するためには,こ の世に無

秩序を喚起 し,呼 びこまなければならない。 それは,「秩序/渾 沌」,「文化/自 然」

はそれぞれ対の構造を形成 し,否 定的なものあるいは対立的なものの存在を媒介とし

て,他 方の肯定的なものが再確認されるからである。すなわち,渾 沌を媒介としては

じあて秩序は鍛えなおされ,再 び生気を帯びるのである。Wild Manは,宇 宙の渾

沌を人間社会に導入す る媒体であり,秩 序と渾沌の,あ るいは文化と自然の二つの極

の中間に位置を占めつつ,双 方に係わる存在である。

 いずれにしても,ニ ューギニア高地における一時 的狂気の行動を,日 常生活におい

て年長者に支配されさまざまな抑圧をこうむっている若い成人男子が,一 時的に反乱

を企て,日 常生活における自分と年長者との関係を逆転させることにより,う っくつ

した 感情や 不満を 解消し,浄 化するもの,と 見徹すだけでは 不充分であり,Wild

Manの 行動は文化の全体性の中で把握され なければならないのではないかというの

が,こ の小論のささやかな結びとでもいうべきものである。
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